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 要 旨 

目的： 

韓国人母親の出産から 6 年間の飲酒状況と子供の小学 1 年生時の実行機能障害との関連を検討

することを目的とした。 

方法： 

対象は全国縦断調査である韓国の子供に関するパネル研究より、世帯を層別多段階サンプリン

グ法で抽出した 1,010 人の母親とその子供であった。母親のアルコール摂取状況は世界保健機

関のアルコール使用障害同定テスト（AUDIT）を用いて、過去 1年間の飲酒の頻度と量を成長

混合分布モデルにより同定した。子供が小学 1 年生時に Child-Adolescent Self-reported 

Executive Function Difficulty Screening Questionnaireを用い、計画・組織化（11項目）、行

動制御（11項目）、感情制御（8項目）、注意集中（10項目）の 4スケールの実行機能障害につ

いて母親と教師が回答し、要因共分散分析を用いて検討した。 

結果： 

韓国人母親の産後 6 年間の飲酒パターンは不均一であり、母親のアルコール摂取パターンは、

安定した少量飲酒（49.9％）、飲酒増加（25.0％）、慢性的な中程度の飲酒（18.3％）、慢性的な

多量飲酒（6.8％）の 4つのパターンであった。教師が評価した子どもの実行機能障害において

は、母親が慢性的な多量飲酒の子どもは、他の母親グループの子どもよりも、計画・組織化、行

動制御、注意集中の面で困難を示した。 

結論： 

アルコール過剰摂取の母親を早期にスクリーニングすることが重要であり、特別な注意とサポ

ートは、その子供の成長と学校の適応に有益である。 

 


